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.
はじめに

- ｢ 価値崩壊｣ と いう言説 一

価値変化 ( w e r t e w a n d e l) さ らに は価値崩壊 ( w e r t e v e r f a ll) が危機意識をも っ て 語られ るなか ､ 時

代に応じた価値教育 ( w e r t e r z i e h u n g / W e r t e e r zi e h u n g / W e rt e - E r zi e h u n
g) が求められて い る｡ 凶悪犯

罪の低年齢化や ニ ー

ト現象の 登場と い っ た青少年問題が報じられるたびに ､ そ の 原因を価値問題に帰し､

そ の 解決を価値教育に 求め ると い う構図
'

がすで に定着した感す らある ｡ 社会が多元化する時代に あ っ

て ､ また社会がグ ロ
ー バ ル化す る時代に あ っ て ､ 価値 へ の 方向づ けはます ます強く希求され るが､ そ れ

は 裏返して 言え ば､ 価値 へ の 方向づ けが 一 伝統的な価値が日常生 活 に おける新規の 価値と の 相克を繰

り返すなかで ( v g l . F r e y 2 0 0 7 , S . 9) - ますま す困難とな っ て い る こ とを意味する
2

｡

こ の ような状況下に あ っ て ､ ベ ン ナ
- ( D i e t ri c h B e n n e r) は､ 価値教育がそ の 原則姿勢､ す なわち共

同体主義か自由主義かと い う二者択
一

か ら脱却す る傾向を示す英語圏に比 して ､ 新カ ン ト学派的な方向

づ けをも つ 価値教育とならび､ 質量的な価値教育､ 徳育および情緒教育に よ っ て規範的な目的を志向す

る教育が支え られて い ると い うこ と に ドイ ツ語圏の 特徴をみて い る ( v g l . B e n n e r / N i k o l o v a 2 0 0 7 , S . 6) ｡

1
ェ

- デ ル シ ュ タ イ ン ( W ol fg a n g E d el s t ei n ) は ､ 価値教育をさま ざまな青少年問題を解決する万能薬とみなす世

間の動向を指摘して い る ( v gl . E d el s t ei n 2 0 0 1 , S . 7) ｡
2 プ レ チ ン カ ( W o lfg a n g B r e zi n k a ) は ､

こ の 危機 の 精神的背景を ｢合理 主義 ･ 個人主義 ･ 快楽主 義｣ の 3 点 に代

表させ て い る ( v g l . B r e zi n k a 1 9 9 3 , S . 1 6 ff .) ｡
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シ ュ タ ン ド ッ プ O u tt a S t a n d o p) に よれば ､ 戦後の 学校教育 の 変遷に は価値教育か らの 撤退 と い う

方向性が顕著に みられる｡ 学校を科学的正当性とい う尺度で位置づ ける場合､ 価値に結ばれ た教育内容

は こ れに なじまな い もの とされ､ さま ざまな来歴 をも つ 居住者をかかえ こ む地域共同体の 場合､ 土着の

紐帯として の 価値体系は期待さ れようがなく､ さらに戦時教育に おける操作的な教育および注入的な教

育 へ の 反省から､ 学校は価値教育から距離をとる態度に徹して きたとい える ( v gl . S t a n d o p 2 0 0 5 , S . l l) ｡

こ れ はま た､ 日本に も共有さ れる経験で あると い えよ う ｡ こ の よ うな方向性 へ の 転機が生 じる の は

19 70 年代末で あるが ､ 1 9 9 0 年代に続発した外国人敵視を背景とす る放火や暴動
3
へ の 反省を追い 風と し

て ､ 価値教育を求める声は ドイ ツ に お い て ますます高まる こ とに なる｡ そ の 真意は､ 端的に言え ば､ 価

値教育を行う こ と に よ っ て ､ こ の 種 の 犯罪を沈静化 する こ と にある ｡ ｢ 1 9 9 3 年 ･ 価値の 市民運動｣ は基

本価値に つ い て の 合意を目指し､ 連邦大統領ヘ ア ツ オ ー ク ( R o m a n H e r z o g) は 1 9 9 7 年 ､ 断固と して

価値教育に取り組む こ とを教育学者に求めて い る｡ 家庭の 教育力およ び地域社会の 教育力の 衰退
ヰ

が指

摘されるなか､ とりわけ価値多様化社会に おける学校の 教育力が問われ始めてす で に久しい ｡ それ ぞれ

の文化 圏で そ の 伝統に寄り添うかた ちで展開されてき た価値教育で あるが､ 本稿で は ドイ ツ 語圏 ( ドイ

ツ連邦共和国とス イ ス 連邦) を例として そ の 新しい 動向を探りたい
5

｡

2 . 価値と教育の つ なが り

教育がそ こ に向か っ て展開される べ き価値とは何か｡ 価値の
一 般的な定義は ､ ｢ 評価に 値する事物 ･

関係 の も つ 性 質で あ り ､ ( ･ - ) そ れ は倫理 的次元 で は ､ 規範 あ る い は当為 と い う性格 を伴う｣

( B r o c k h a u s E n z y kl o p えd i e 1 9 7 4 , S . 2 4 0) も の で ある
6

｡

現 代の 価値教育の 研究者に よる価値の 定義もそ こ から大きく 隔たるもの で はな い ｡ 価値とは､ ｢ そ れ

にみずからを方向づ けた い と思 うと こ ろ の もの｣ ( G i e s e c k e 2 0 0 5 , S . 3 0) ､ ま た ｢ 経験的に評価で きる も

の で ､ そ れを得よ うと努力 した り ､ 他 の も の に優先さ せ ようと したりす ると こ ろの もの｣ ( B r e zi n k a

1 9 9 3
,
S . 1 1 1) ､ ｢ 行動 の 選択や行動の 目的に影響を与える ､ 望ま しい もの に つ い て の 意識的 ･ 無意識的

3
社会問題化した

一 連 の事件として は､ 1 9 9 1 年 9 月 20 日 に - イ ヤ ー ス ヴ ェ ア ダ ( H e y e rs w e r d a) で 亡 命中話者の 居

住施設が極右主義者に襲われ て約 30 名が負傷した事件､ 1 9 9 2 年 8 月 24 日 に ロ ス ト ッ ク ( R o s t o c k) で ベ トナ ム人

の居住地区が極右主義の若者たちに放火された事件､ 19 9 2 年 11 月 2 2 日か ら 23 日 に かけて メ ル ン ( M 611 n ) で ト

ル コ 出身 者の 住居が 放火さ れ 3 人 の ト ル コ 人が 死亡 し た事件 ､
さ ら に 19 9 3 年 5 月 29 日 に ゾ - リ ン ゲ ン

(s o li n g e n) で 放火 に よ っ て 5 人の トル コ 人が死亡した事件な どが挙げられる｡
4
レク -

ス U d r g e n R e k u s) は ､ 家族も教会も地域社会も価値の 方向づ け に 自信を失い ､ 価値教育 へ の 期待が学校

に集中して いる状況 を ドイ ツ社会の現状と して 報告し て い る ( v g l . R e k u s 2 0 0 5 , S .
1 4 3) ｡ こ の 状況は日本に も

共通す るが ､
｢ 家庭の 教育力の 低下｣ と い う言説に対して は､ 広 田照辛がそ の著 『日本人の し つ けは衰退したか』

の なか で疑義を投げか けて い る｡
5
武藤孝典は ､ 日 ･ 米 ･ 英 ･ 仏 ･ 独 に おける価値教育を比較検討 し､ そ の メ デ ィ ア とし て 日本に 関して は ｢道徳教

育｣ ､ ア メ リカ に 関し て は ｢ ch a r a c t e r e d u c a ti o n , v a l u e s e d u c a ti o n , m o r al e d u c a ti o n ｣ ､ イ ギ リ ス 関して は ｢ r eli -

gi o u s e d u c a ti o n , v al u e s e d u c a ti o n , e d u c a ti o n fらr ci ti z e n s h i p , P e r s o n al , S o ci a l a n d H e a lt h E d u c a ti o n ｣ ､ フ ラ ン ス に

関 し て は ｢ e d u c a ti o n ci v i q u e , e d u c a ti o n a l a ci t o y e n n e te ｣ ､ ド イ ツ に 関 し て は ｢ R eli g i o n s u n t e r ri c h t ,

E th i k u n t e r ri c h t
,
L e b e n s g e s t al t u n g｣ が こ れ に 対応して い ると分類 して い る (武藤 2 00 2 ､ 2 5 1 頁 ; 武藤 20 0 3 ､

1 4 5 頁 参照) ｡

6 た だ し
､
こ の評価 に参加する者に関して は､ 複数 で ある こ とを想定して い る場合 - ｢ 社会文化的な発展過程に お

い て ､ 社会成員の 多数派か ら受け入れ られ て い る､ 望 ましさ に つ い て 内面化された観念｣ で あり､ ｢ 行動を決定

する に際して の ､ 普遍的で根本的な方向づ け の 尺度｣ ( M e y e r s e n z y k l o p 左d i s c h e s L e x i k o n 1 9 7 9 , S . 2 5 2) - と ､ 単

数複数の 双方を想定して い る場合 - ｢ 事物ある い は行為が､ あ る者 に と っ て あ る い は多くの 者に と っ て有効性あ

る い は効果を もち､ 重要か つ 評価に 催す る とみ なされ る様｣ ( D e u t s c h e s W 6 r t e r b u c h v o n J a c o b G ri m m u n d

w ilh el m G ri m m 1 9 6 0
,
S . 4 6 2) - が あ る ｡
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な観念｣ ( R ei n h a r d t 1 9 9 9 , S . 1 2) で ある とされる ｡ 注 視に催す る の は しかし ､ 価値が特定の もの ある

い は関係に冠せ られる理念にす ぎな い と い う､ 価値の 本質に つ い て の 捉え方で ある｡ 価値を理念と して

捉えた場合､ 価値そ の も の が崩壊する こ とはありえず ､ 価値崩壊 の 時代と称され る現代に起こ っ て い る

現象は､ 実際に は価値の 有効性 へ の 意識の 希薄化 に ほ かな らな い と い う解釈が生起する ｡ こ の 解釈は価

値 へ の 教育学的ア プ ロ
ー

チ に - こ れが教育に い か に難解な課題を突き つ けて い るか と い う こ とを含め

て 一 決定的な影響を与えて い る ( v g l . H e n tig 2 0 0 1 , S . 6 9) ｡ こ の 解釈を代表す る フ ォ ン ･ ヘ ン テ ィ ッ

ヒ ( H a r t m u t v o n H e n ti g) によれば､ 価値とは無数に存在す るわけで はなく ､ ｢ 生命､ 自由
･ 自己決定 ･

自己発展 ･ 自律､ 平和 ･ 友情 ･ 非暴力､ 内的平安 ･ 潔白､ 公正 ､ 連帯 ･ 友愛 ･ 公益 ､ 真理 ､ 陶冶 ･ 知識 ･

洞察 ･ 知恵､ 愛 しう るこ と ･ 愛される こ と､ 肉体的健康 ･ 健康 ･ 無痛 ･ 力､ 名誉 ･ 人間尊重 ･ 名声､ 美｣

( H e n ti g 1 9 8 8 , S . 3 2 6) と い うせ い ぜ い 1 2 の項目に収ま っ て しまう もの で ある｡

近年活躍中の 価値教育の 論客を僻撤す ると､ ｢ そ も そ も価値教育とは何か｣ と い う問い に 様々 な態度

の 示され て い る こ とがわかる ｡ フ ェ ー

ス ( K o n r a d F e e s) は ､ 教育の 目的が ｢主体が成熟 に到達する こ

と｣ ､ す なわ ち ｢ 自己決定し つ つ 行動す る個人｣ の 形成に あると定義 した うえ で ､ 価値､ すなわ ち ｢ 正

しさや良さ に つ い て の 観念ある い はこ れ ら へ の 方向づ け｣ が欠如した状況 で は教育の 目的が達成しえな

い こ と を指摘 し､ 価値教育は ｢教育 ( E r zi e h u n g) ｣ の 別 の 名称 にす ぎな い と結論づ ける ( F e e s 2 0 0 0 , S ･

1 5) ｡ 価値教育 を ｢ 教育｣ と同
一 視する見解は､ フ ォ ン ･ ヘ ン テ ィ ッ ヒ に も共通 して い る｡ フ ォ ン ･ ヘ

ン テ ィ ッ ヒ に よれば ､ 価値教育と は実質的に道徳教育ある い は人格教育を目指して おり､ した が っ て
一

般 に ｢ 教育｣ と い う語 に帰せ られて い る営み に重 なる ( v g l . H e n ti g 2 0 0 1 , S . 8 3) ｡
一 方､ ギ - ゼ ッ ケ

( H e r m a n n G i e s e c k e) は ､ 価値教育に よ っ て内的に は価値 へ の 方向づ けが ､ 外的に はそ れ に したが っ て

行動する こ とが習得さ れる こ とが期待さ れると概括 した上 で
7

､ 学校が価値教育を担う場合に は個人の

内面に干渉す る こ とを避けるため､ 価値教育を ｢ 社会教育 ( S o z i a l e r zi e h u n g)｣ とみな して - こ の 点で ､

ギ - ゼ ッ ケ の 価値教育は
一

般的に拘束力の ある価値や規範を呈示す る こ となく進め ると い う難題を学校

に課す こ と に な るが - 推進す る こ とを提案する ( v g l . G i e s e c k e 2 0 0 5
,
S . 9) ｡ 社会との 関わ りを重 視し

た 価値教育 と い う視点か らは他 に も ､ 価値教育を ｢ 参画 の 教育 ( E r z i e h u n g z u r T e il h a b e) ｣ ( L i e b a u

1 9 9 9 , S . 4 1) と して 紹介す るリ ー バ ウ ( E c k a r t L i e b a u) の 解釈が挙 げられる で あ ろう ｡
一 方､ シ ュ タ

ン ド ッ プは ､ 価値教育を ｢ 道徳的判断 へ の 教育 ( E r zi e h u n g z u r m o r a li s c h e n U r t e il sfa h i g k e i t) ｣ ( S t a n d o p

2 0 0 5 , S . 7 3) に重 なる と い う - そ の 道徳的判断 へ の プ ロ セ ス の 構想はさ らに精微に 比較さ れな けれ ば

な らな い が
R

- き わめて 日本にお ける価値教育の あり方に近 い 見解を示して い る ｡

ドイ ツ 語圏で は ､ 学校に お ける価値教育は伝統的に ｢ 宗教科 ( R e li g i o n s u n t e r ri c h t) ｣ を軸と して 展開

7
価値教育の成果を個人 ( 内面) と社会 (外面) に区分し て考える理解は ､

ラ イ ン - ル ト (S i b yll e R ei n h a r d t) に

も み られ る｡ ラ イ ン - ル トに よれば､ 価値教育は､ 個人 の側か らは ｢ ア イデ ン テ ィ テ ィ｣ 獲得の 切り札とし て ､

社会の 側か らは ｢ 共生 (統合)｣ 実現 の切り札として 機能する (v g l . R ei n h a r d t 1 9 9 9 , S ･ 9) ｡

8 価値教育を進める に あた っ て ､ シ ュ タ ン ド ッ プ は特 に ｢ そ の ため の特設科目を置くの で はなく ､ す べ て の 科目に

通底す る教授原則とされる べ き で ある｣ (S t a n d o p 2 0 0 5 , S . 9 1) こ と､ ｢ 単 なる知識 レ ベ ル で はな ぐ情緒 レ ベ ル で

価値と の 結び つ き を培う べ き で ある｣ (e b d .

,
S . 9 3) こ と を強調 して い る ｡ こ の 2 点 は 日本に おける価値教育と

ま っ たく対立 する とは言えな い ま で も､ カ リ キ ュ ラ ム 上 の相違は看過しえな い ｡ す な わち ､ 価値教育は､ 日本 の

学校教育に お い て 戦前は通常科目 ｢ 修身科｣ に お い て ､
1 9 5 8 年以降は特設科目 ｢道徳の 時間｣ を軸 とし て展開

され て き て い る ｡ し か し､ 1 9 9 7 年 の 神戸連続児童殺傷事件を契機とし て 1 9 9 8 年 に 中央教育審議会より出された

｢新 しい 時代を拓く心を育て るため に 一 次世代を育て る心 を失う危機 - ｣ 答申 ( い わ ゆる ｢ 心 の教育｣ 答申)

は ､ 家庭 に おける ｢ 心 の教育｣ ･ 地域 にお ける ｢ 心 の 教育｣ ･ 学校 に おける ｢ 心 の教育｣ へ の 提言を行い ､ 文部省

は 19 9 9 年 に家庭教育に お ける ｢ 心 の教育｣ の 道標とし て 『家庭教育手帳』
･ 『家庭教育 ノ

ー

ト』 を作成して 全国

の 家庭に配布し､ さ ら に文部科学省は 20 0 2 年に 学校教育に お ける ｢ 心 の 教育｣ の 道標 とし て 『心 の ノ
ー ト』 を

作成して 全国の小中学校に配布 した こと に よ っ て ､ 価値教育が情緒重視の 度合い を高め て い ると い う指摘 も出て

き て い る｡
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され て きた｡ しか し､ 宗教を根幹とす る価値教育の あり方は ､ 教会 の 衰退や移民の 増加に より従来の キ

リ ス ト教中心 の 価値観の 希薄化 と い う趨勢の なか､ 見直しを迫られて い る ｡ 学校に おける宗教科を ｢ 正

料 ( o r d e n tli c h e s L e h rf cゝ h) ｣ と位置づ ける条項 ( 7 条 3 項) を掲げる基本法を も つ ドイ ツ で は
9

､ 宗教

科を履修しな い 児童 ･ 生徒 の 割合は増加の 一 途をた ど っ て い る と い う状況 にかん がみ
10

､ 1 9 7 0 年代にま

ず バイ エ ル ン州と ライ ン ラ ン ト ･ プ フ ァ ル ツ 州が宗教科の ｢ 代替教科 ( E r s a t z f a c h) ｣ として ｢ 倫理

( E t h i k) ｣ を設置した こ と を噂矢と し､ ニ ー

ダ
ー

ザクセ ン州で は ｢ 価値と規範 ( w e r t e u n d N o r m e n ) ｣

が ､ ノ ル トライ ン ･ ヴ ェ ス ト フ ァ
ー

レ ン 州で は ｢ 実践哲学 ( p r a k tis c h e P h il o s o p h i e)｣ が､ メ
ー ク レ ン

ブル ク ･ フ ォ
ー

ア ポ ン メ ル ン州 で は ｢子 どもとの 哲学 ( p hil o s o p h i e r e n m i t K i n d e r n )｣ が設置される ｡

さ らに ､ シ ュ レ
ー

ス ヴ ィ ヒ ･ ホ ル シ ュ タイ ン州で は ｢ 哲学の 授業 ( p h il o s o p h i e u n t e r ri c h t) ｣ が ｢ 選択必

修教科 ( w a h l p fl i c h tf a c h) ｣ と して 登場す る ( v g l . E d e ls t ei n 2 00 1 , S . 5 0 f .; H ilg e r / L e i m g r u b e r / Z i e b e r t z

2 0 0 1
,
S ･ 2 90 ; H ilg e r / R i t t e r 2 0 0 6 , S . 1 2 2 f .) ｡ 一 方､ 宗教科を ｢ 正科｣ とす る法的規定をもたない ス イ ス

で は､ 社会変化 に対応 した宗教科 の 改編はより柔軟性をも っ て 進め られ､ ル ツ ェ ル ン州 で は 2 0 0 6 年新

学期か ら ｢ 倫理 と諸宗教 ( E t hik u n d R e li g i o n e n) ｣ が ､ チ ュ
ー

リ ッ ヒ州で は 2 0 0 7 年新学期か ら ｢ 宗教

と文化 ( R e li g i o n u n d K u lt u r) ｣ が ､ そ れ ぞれ宗教科に代わる必修科目と して 教え られて い る
I l

｡

3 . 価値教育の 学習内容

日本で 2 0 0 2 年から価値教育 の 教材と して 使用され て い る ｢ 心 の ノ ー ト｣ は ､ 小学校低学年用 ･ 小学

校中学年用 ･ 小 学校高学年用 ･ 中学校用 とい う 4 巻から構成されて い るが ､ 各巻は①主 と して 自分自身

に関す る こ と､ ②主と して他の 人と の かか わりに関する こ と､ ③主 と して 自然や崇高なも の と の かかわ

りに関す る こと ､ ④主 として集団や社会との かかわり に関する こ とと い う 4 つ の 学習分野をそ の 内容と

して い る ｡ ドイ ツ さ らに ス イ ス で は､ 近年の 価値教育の 再編の 波の なかで ､ ど の ような学習分野を想定

して い る の だろうか ｡

ドイ ツ に おける価値教育の 新 しい かた ちとして は､ ｢ 生活形成 ･ 倫理 ･ 宗教知識 ( L e b e n s g e st a l t u n g -

E t hi k - R eli gi o n s k u n d e ; L E 良) ｣ が そ の 筆頭 にかか げられる ｡ L E R はブラ ン デ ン ブル ク州で導入 された

新しい 科目で あるが ､ ドイ ツ 民主共和国で 価値教育に関わ っ て い た教員を こ の 科目に 当て な い と い う方

針に加え ､ おおかた の 宗教関係者が こ の 科目 へ の 賛同を示さず したが っ て 手厚い 協力体制を望めな い と

い う状況下､ 担当者の 獲得 に苦慮しなが らそ の ス タ ー

トをきる ｡ 1 9 9 2 年か ら 1 9 9 5 年ま で の 3 年間はプ

ロ テ ス タ ン ト教会の 協力の もとで の 試行期間､ さ らに 1 年間は教会 の協力を得られ な い状態で の 試行期

間を経て ､ 1 9 9 6 年 に は ブラ ン デ ン ブル ク州学校教育法改正 に より中等前期教育 へ の 導入 に こ ぎ つ ける

が､ 同年 ､ こ の 学校教育法が公立学校に お い て 宗教科を正科として保障すると ともに宗教共同体の 教義

と
一 致 して こ れ を行う ことを保障す る基本法 7 条 3 項に 抵触す るとして ､ まず カトリ ッ ク司教区と プ ロ

テ ス タ ン ト教会が ､ 翌 年に は カ トリ ッ クお よびプ ロ テ ス タ ン ト の 生徒と親が 1 9 9 6 年学校教育法 へ の 異

議を連邦憲法裁判所に 訴え ､ 連邦憲法裁判所の 和解案を反映させた改正 に よ っ て 2 0 0 2 年学校教育法が

9 基本法 7 条 3 項 に おける宗教科を正科とす る規定と
､
基本法 4 条に おける信教の 自由に つ い て の規定に つ い て は､

｢ 宗教 に 関す る国の 積極的態度表明｣ と ｢ 宗教 に 関する国の 消極的態度表明｣ を どの よう に 解釈す るか をめぐ っ

て し ば しば係争の対象とな っ て い る｡ そ の 根底に は
､ 宗教科を単なる ｢宗教史｣ ある い は ｢聖書史｣ の 授業で は

なく､ ｢ 個 々 の宗教団体の 信仰教義｣ に 向けられ た授業で ある とする理解が横た わ っ て い る ｡
1 0
特定 の宗派を扱う こ とを前提 とす る宗教科の 授業で は､ 教育権者す なわ ち保護者 に わが子の宗教科履修を拒否

す る権利が認め られ ､ 満 1 4 歳 ( 第 9 学年) 以降は宗教科履修の 決定権が子ども自身に 委ね られ る (基本法 7 条 2

項 参照) 0
1 1
特定 の 宗派を扱う ことを前提と しな い こ れ ら の新設科目で は､ 出席免除規定は適用されな い ｡
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誕生す るま で こ の係争 は続く こ と になる
1 2

｡

世俗化 ･ 多元化 と い う社会変化 に対応する新しい か た ち の 価値教育と して 設置された L E R は､ 宗派

に拘束され る こ となく ､ 公立学校にお ける共通の 価値形成 ･ 価値志向お よび価値伝達に 関す る統
一

的な

授業として構想され､ そ の 内容として は､ ①個として の人間 - そ の 欲求 ･ 生活史 ･ 生活界 ･ 生活形成 - ､

②共同体 の な かに お ける人間 一 関係の 把握 ･ 形成 - ､ ③人 間 の 生活 に ひそ む危険お よび苦悩 一 予測

される原因 ･ 解決 ･ 限界 ･ 援助 ･ 自己責任の 尺度 - ､ ④充実 し意味ある生活 の 追求､ ⑤人間と宗教 ･

世界観 ･ 文化 ､ ⑥個人的な生活 形成と グ ロ ー バ ル な展望 - そ の 課題と見通 し - ( G r u e h n 2 0 0 1 , S .

2 7 9 f ･) と い う 6 つ の 学習分野がか かげ られ て い る ｡ L E R は無宗派的な授業科目で あり ､ したが っ て

L E R の 3 本柱 の 1 本をなす ｢宗教知識｣ で は ､ キリ ス ト教的価値観念を無宗派的に 紹介する とともに ､

他 の 宗教 の 教義内容も無宗派的に紹介する主旨とな っ て い る
1 3

｡

ス イ ス に お い て も､ 従来の 宗教科か らの 脱却が加速 して い る ｡ ル ツ ェ ル ン州 で は ､ 従来の 宗派に結び

つ い た科目 ｢ 聖書科 ( B ib el u n t e r ri c h t) ｣ に代わる必修科目 ｢ 倫理 と諸宗教｣ が ､ 2 0 0 5 年 2 月 2 5 日 の 教

育評議会の 決定を受 けて ､ 20 0 6 年新学期に初等教育段階前期 ( 第 1 学年から第 2 学年) に ､ 2 0 0 7 年新

学期に は初等教育段階後期 ( 第 3 学年か ら第 6 学年) に導入され た
1 4

｡ ｢ 倫理 と諸宗教｣ と い う名称は､

社会で認 められて い る価値と規範が しばしばそ の 社会に影響力を も つ 宗教的伝統と密接に関係して い る

こ と にか んがみ､ 倫理と宗教を日常生活と関連づ けながら複眼的に学ぽ うと い う姿勢か ら生ま れた もの

で ある ( v gl ･ B ild u n g s p l a n u n g Z e n t r a l s c h w e i z 2 0 0 5 , S . 3) ｡ ｢ 倫理 と諸宗教｣ の 目的は､ みずか らの 倫理

的行為の 前提となるみずか らの 価値態度を発達させ る こ とに あるが ､ さ らに こ れを発展させ て ､ さま ざ

まな文化 や宗教と関わ っ て い く た めに必要とされる ( 宗教的な) 表現法 に つ い て も扱う ｡ ｢倫理 と諸宗

教｣ は こ の 新科目の 教授 に つ い て の 手ほ どきをする養成講習を受講したク ラ ス 担任に よ っ て 開講され
Ⅰ5

､

そ の ク ラ ス に所属す る児童 は 一 所属宗派とは関係なく 一 全員が こ の 科目の 履修を義務づ けられる ｡ こ

の 新科目の 設定に よ っ て ル ツ ェ ル ン州 は価値教育を 一 教会と い う私的機関で はなく 一 字校と い う公的

機関がとも に担うと い う認識を定着させ ようとして い る が､ そ の 公教育で学習さ れる べ き内容と は､ ①

人間 は､ なぜ ､ ど こ か らきて ､ ど こ へ 行くの かと問う ､ ②人間はみずか らの 生 に かたちを与える ､ ③人

間は平和な共存 へ の 道を探る､ ④人間は世界を形成する ､ ⑤人間は幸福を求め､ 良き未来を欲する ､ と

い う 5 つ の テ ー

マ に そ っ た 展開として 想定されて い る ｡ ( v g l . B ild u n g s p l a n u n g Z e n t r a l s c h w e i z 2 0 0 5 , S .

1 2 ブ ラ ン デ ン ブ ル ク側 の 解釈は､ 東西 ドイ ツ の合併に よ っ て 誕 生 した新生ブラ ンデ ン ブ ルク州に も､ 基本法 7 条 3

項の 例外規定で あ る基本法 14 1 条が有効で あるとす る｡ ｢ 基本法制定 (19 4 9 年 1 月 1 日) 以前 に宗教科に つ い て

州法の なか で特別に 規定して い る場合に は基本法 7 条 3 項 の拘束を受けな い｣ と する こ の 例外規定は ､ も と もと

ブ レ ー

メ ン州 の みを想定して設けられた こ とから 一

般 に ｢ ブ レ
ー

メ ン条項｣ と呼ばれる ｡ ブ ラ ン デ ン ブル ク州は

しか し
､
1 9 4 9 年 1 月 1 日時点に お い て ､ ドイ ツ連邦共和国の州法と同等とみなされ る法 に よる宗教科に 関する

規定を もたな い こ とか ら､ ｢ ブ レ ー

メ ン条項｣ の適応は受けられず ､ 連邦憲法裁判所の 和解案を受け入れるかた

ち で学校教育法に L E R も宗教科も履修可能な時間割編成を規定 し､ 20 0 2 年 1 0 月 3 1 日 に裁判は終結す る｡
13 連邦憲法裁判所の見解 に代表される よう に

､ 宗教科は ｢単な る道徳科､ 倫理科､ 歴史的相対的宗教科､ 宗教史

ある い は聖書史で は なく､ む しろ宗派内容す な わち個 々 の 宗教団体の 信仰教義に 向け られ る｣ ( B v e r f G E 7 4 ,

2 4 4 ff ･
,
21i t ･ v o n L e s c h i n s k y 1 9 9 9 , S . 1 7 0 ; T e n o r th 1 9 9 9 , S . 1 7 6) こ と を そ の 本質と して おり､ こ の 点 に お い て L E R

の ｢ 宗教知識｣ との 相違が鮮やか に浮かび上が っ て くる｡
一

方 ､ 州法 の レ ベ ル で は､ ノ ル トラ イ ン ･ ヴ ェ ス トフ ァ ー

レ ン州が そ の学校教育法の なか で州 の方針と して ｢ 神 へ の畏敬｣ を育む こ とを衷 い ながら 一 基本法 4 条 へ の 配

慮か ら - こ れ が ｢神 へ の 信仰｣ とは同義で な い こ とを確認す ると い う例も存在す る ( v g l . B e h l e r 1 9 9 9 , S . 2 2) 0
1 4
ル ツ ェ ル ン州は ､ 新 し い必修科目 ｢ 価値と諸宗教｣ を導入す る

一

方 で ､ 宗派と結び つ い たそ れま で の 宗教科

(｢ 聖書科｣) も選択科目とし て維持して い る｡
1 5
こ の 科目の 教授資格取得希望者に養成 コ

ー

ス を提供 し て い る 中央 ス イ ス 教育大学 ( p えd a g o g i s c h e H o c h s c h u l e

Z e n t r a l s c h w ei z) に よ れば
､ 受講資格は 2 年以上 の教員歴をもつ こ と で あり､ 2 年間 で 200 時間分 ( うち 1 5 0 時

間は大学) め単位取得を求められる｡ 受講費 3 80 0 ス イ ス フ ラ ン は受講者負担となる｡
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1 8r .) ｡ ｢ 倫理 と諸宗教｣ の 授業で は､ 教師はこ れらの 学習内容を主体で ある児童に 引き つ け対話と い う手

法に よ っ て ､ 単に客観的な知 識としてで はなく主観的な出会い として体験させるように努めな ければなら

ない とされる｡

チ ュ
ー

リ ッ ヒ州で は､ 2 0 0 7 年新学期か ら中等教育段階 ( 第 7 学年から第 9 学年) で新 しい 科目 ｢ 宗

教と文化｣ が教えられて い る｡ 宗教科を再編した新科目 ｢宗教と文化｣ の 構想は ､ 2 0 0 0 年 の チ ュ
ー リ ッ

ヒ州 教育評議会の 決議 にさ か の ぼ り
1 6

､ そ の 後､ 2 0 0 2 年か ら 2 00 4 年 に か けて ､ 新科目の 運 営の ために

設置され た委員会が ､ キリ ス ト教 ( カ トリ ッ クおよびプ ロ テ ス タ ン ト) ､ イ ス ラム 教､ ユ ダ ヤ教､ ヒ ン

ズ ー 教､ 仏教とい う 6 宗教団体と の 対話を重 ねながら､ 具体的な教授法およびカリ キ ュ ラ ム を決定する

に い た る｡ 宗派を超えて行われ る価値教育と して 位置づ けられる ｢宗教と文化｣ は､ ｢ 現代の 多文化 社

会にあ っ て そ の 共生 を秩序づ ける立場に ある強大な信仰集団の 共通点や相違点に焦点を合わせた超宗派

的授業｣ ( o el k e r s 2 0 0 6 , S . 2) で あ り､ そ の 学習内容は､ ①われわれ の 社会文化的およ び宗教的環境 の

問題や体験､ ②社会に 存在する諸宗教および世界観に つ い て の知識 の 伝達 ､ ③さま ざまな宗教上お よび

世界観上 の 表現形式 の呈示､ ④さま ざま な諸宗教および世界観の視点か ら意味に 関す る問い と の 取り組

み ､ ⑤みずか らの 価値観を明らか に して確立する能力､ ⑥みずから の 価値決定の 背景を問う態度の 覚醒

( v g l . e b d . , S . 1) と い う 6 つ の 領域に わた っ て い る ｡ こ の 新しい 科目は超宗派的性格をも つ こ とか ら､

チ ュ ー リ ッ ヒ州は - ル ツ ェ ル ン州 と同様一 従来の 宗教科で 認 められて い た出席辞退権を新科目 ｢ 宗教と

文化｣ で は生徒 に認 めな い ､ したが っ て 全生徒に対する必修科目で ある と規定して い る ｡

4
. 価値教育と宗教教育の 関係

社会の 世俗化 ､ そ れに後発す るか たちで の 教育の 世俗化が進行するなか
1 7

､ 宗教が価値教育の 核として

機能しえなく な っ て いると い う見解が多数派によ っ て支持される
一

方で ､ 価値教育を教育の 中心 課題と

位置づ けたうえで 敢えて そ の 手がかりを宗教に求める新しい動向も生起 して い る｡ 2 0 0 6 年､ 家族省大臣

で ある フ ォ ン
･ デア ･ ライ エ ン ( U r s u l a v o n d e r L e y e n ) は､ 後続する世代に共有可能な価値を伝えると

い う責任をともに 果た して い く こ とをそ の趣旨とする ｢教育連盟 ( B ti n d n i s fti r E r zi e h u n g) ｣ の 結成を呼

びかける｡ ｢ 教育連盟｣ が理解すると こ ろで は､ 価値とは､ ｢世俗化 に向かうとい うあらゆる予測に逆ら っ

て ､ 今日もなおさまざまなかたちで宗教的信念に結び つ い て いる｣ ( Bi e si n g e r / S c h w ei t z e r 2 0 0 6 , S ･ 7) ち

の で あり
1 8

､ ｢ 教育連盟｣ の構想する価値教育はしたが っ て ､ 宗教共同体と の協同を前提として いる
1 9

｡ フ オ

1 6 チ ュ ー リ ッ ヒ 州で は ､ ｢ 宗教と文化｣ に 先立 っ て ､ 1 9 9 0 年代す で に従来の 宗教科を再編した ｢ 宗派共同方式の宗

教科 (k o n f e s si o n ell - k o o p e r a ti v e r R elig i o n s u n t e r ri c h t; K o k o R u)｣ が 実施され て い た｡ 1 9 9 1 年 に 教育評議会が超宗

派的な宗教科の方針をかかげた こ とを受 けて ､
K o k o R u で は宗教的倫理的な基本テ

ー

マ を取り上 げて 宗教的思考

や そ の 継承に つ い て - 文化お よび社会 に根づくキリ ス ト教に 軸足をお き つ つ 他の 諸宗教の 伝統や表現様式に も

触れるか たち で - み ずか ら の 文化圏に お ける そ れら の影響を調 べ る こ とを そ の 内容と して 謡 っ て い た ｡ 学校側

は K o k o R u を開講する義務を負うが ､
生徒側は K o k o R u を辞退する権利をも つ もの とされた｡

1 7 近代を世俗化 とい う現象に 象徴させる
一

般的な歴史解釈に抗し て ､ エ ル カ
- ス U tin g e n O el k e r s) は教育 に お い

て世俗化とい う現象が過去に お い て も現在に お い て も存在しな い と主張して い る ( v gl . O elk e r s 1 9 9 7 , S ･ 1 1 0 3 f ･) ｡

1 8
｢ 教育連盟｣ は､ ｢ わ れ われ の 社会の なか で ますます膨らみ つ つ ある ､ 価値と関連づ けられ た教育 - の要求に 応

じる新構想｣ ( Bi e si n g e r / S c h w ei t z e r 2 0 0 6 , S . 1 8) で あ るが､ そ の核として 位置づ けられ る の は ｢ こ ども期にお け

る価値教育お よび宗教教育とい う課題｣ ( e b d .) で あ る｡
1 9 2 0 0 6 年春､ ｢ 教育連盟｣ 設立 の発表の席に フ ォ ン ･ デ ア ･ ラ イ エ ン は

､
カ ト リ ッ ク枢機卿 シ ュ テ ル ツ イ ン ス キ

ー

( G e o r g S t e r z i n s k y) と プ ロ テ ス タ ン ト監督ケ
ー

ス マ ン ( M a r g o t K a B m a n n ) を伴 っ て登場す るが､ こ の 演出に よ っ

て ｢ 教育連盟｣ の 構想す る価値教育が宗教と不可分の もの で ある ことが さ ら に強く印象づ けられ る こと に なる

(v g l . D e r S p i e g el 1 7 / 2 0 0 6 , S . 2 2 ) ｡
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ン ･ デ ア ･ ライ エ ン は､ こ の 教育構想の 背景をみずか らの 信条と関連づ けなが ら説明するが ､ 価値教育

が宗教､ とりわ けキリ ス ト教 へ 収赦される理由と して は ､ ( 1) ドイ ツ に お い て価値はキリ ス ト教的伝統

に根 ざして い る こ と､ ( 2) そ れゆえに宗教的な儀式お よび伝統が 日常生活 に お い て もきわ めて 有用 な助

けとなる こ と を挙げる ( v g l . v o n d e r L e y e n 2 0 0 6 , S . 4 9 f .) ｡ ｢ 教育連盟｣ 設立 の 主要メ ン バ
ー

の ひ とりで

宗教教育学者で ある シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ ー ( F ri e d ri c h S c h w ei t z e r) も､ ｢ 宗教をともな わな い教育学は子 ど

も の 欲求を無視して い る ばかり で はなく ､ 生が担うはず の 信念 へ の 道を閉ざして しま う｣ ( S c h w e i t z e r

2 0 0 6 , S . 7 8) と警告し､ 生 の 方向づ けとして の 価値がす べ からく宗教的性質をも つ こ とを求める ( e b d . ,

S . 7 7)
20

｡

他方､ フ ォ ン ･ ヘ ン テ ィ ッ ヒは､ 価値規準を伝達す る こ とで社会問題 の解消を意図する なか ､ 諸価値

の 起源 を宗教と みなし､ 宗教科を価値教育の 手段とする あり方に異議を唱える｡ フ ォ ン ･ ヘ ン テ ィ ツ ヒ

は､ ア リ ス トテ レ ス ( A ri s t o t el e s , B . C . 3 8 4 - B . C . 3 2 2) および カ ン ト ( I m m a n u e l K a n t , 1 7 2 4 - 1 8 0 4)

を引き合 い に出しなが ら､ 価値教育に必要なの は ｢ 宗教｣ で はなく ､ む しろさま ざま な価値観念および

価値感情 の起源 に触れ る こ と の で きる ｢ 哲学｣ と い う科目､ より正確 には ｢ 哲学する こ と｣ と い う科目

で あると考え る ( v g l . H e n ti g 2 0 0 1 , S . 1 3 5) ｡ 基本法第 4 条に蔽われて い る ｢ 信教の 自由｣ と基本法第 7

条に規定されて い る ｢公立 学校に おける正科として の 宗教科｣ は､ フ ォ ン ･ ヘ ン テ ィ ッ ヒ に よれば ､ 宗

教科が必 修科目で はなく選択科目で なければ馳齢をき たす こ とに な っ て しまう ｡ 逆 に ､ みずから の 提案

す る - 倫理 に制限される こ との ない - ｢ 哲学｣ と い う科目は信教 の 自由を侵さな い とい う点で必修科

目で あり うる し､ ま たそ う ならなけれ ばならな い ｡ ｢ 哲学｣ と い う科目はすで に い く つ か の 州で宗教科

へ の 出席辞退者を対象とする代替科目とし
`
て 開講され て い るが､ フ ォ ン ･ ヘ ン テ ィ ッ ヒが こ こ に構想す

る ｢哲学｣ は､ 宗教科とは無関係に独自の 領域を担うもの で ある
21

｡

5
. むすび 一 新たな課題 に向けて -

ドイ ツ 語圏に おい て価値教育 の核を担 っ て きた宗教科は､ 価値変化 の 只 中に あ っ て そ の 見直しを迫ら

れて い るが - と りわけ ドイ ツ の 場合､ 基本法に縛られた なかで - そ の 見直しは多く の 州 に おい て ｢代

替科目を どうす るか｣ と い う議論に 終始する傾向に ある｡ しか し近年､ 宗教科の 代替とされる科目 へ の

出席を ｢宗教科を受けな い 児童 ･ 生徒｣ に限定して提供す る こ と の 是非が問われ は じめて い る ｡ す なわ

ち､ プ ロ イ ス ･ ラ ウ ジ ッ ツ ( U lf P r e u s s - L a u s it z) や シ ル メ ラ ー ( R e i n h a r d S c h il m 6 1l e r) も危倶 して い

る よう に ､ ｢ 宗教科かあ る い は代替科目か｣ と い う 二者択 一 方式の 価値教育の 提供は､ 児童 ･ 生徒を価

値教育の 2 大目的の ひ と つ で あ る社会統合で はなく逆に社会分断 へ と導 い て い く可能性を内包 して い る

か らで ある ( v g l . P r e u s s - L a u si t z 1 9 9 4 , S . 4 6 6 ; S c h il m 61l e r 1 9 9 9 , S . 2 2 4) ｡ と い う の も､ ｢ さま ざまな宗教

および世界観の なかで 行動し､ 意識的に歩みをとめ る こ とを学ぶ｣ ( A lb r e c h t 2 0 0 1 , S . 8 9 0) こ とに 価値

教育 の 目的が存在す る に もか かわらず ､ ｢ 宗教科か ある い は代替科目か｣ と い う 二者択
一

方式の 価値教

育が提供される場合､ キリ ス ト教を信仰する児童 ･ 生 徒はそ れ以外の 宗教を信仰す る児童 ･ 生徒ある い

は無宗派 の 児童 ･ 生徒 の も つ 宗教観 ･ 世界観と向き合う機会を逸して しまう こ と に なる し､ キリ ス ト教

20 シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ ー

に よれ ば､ 宗教は倫理 と同
一

視さ れうる も の で は な い が ､ 価値 に方向づ けられた生活お よび

行動の重要な源泉で ある (v g l . S c h w eit z e r 2 0 0 6 , S . 7 8) ｡
2 1 シ ュ タ ン ド ッ プも､ フ ォ ン

･ ヘ ン テ ィ ッ ヒ 同様､ 宗教を前提としな い価値教育を推奨す るが､ フ ォ ン
･ ヘ ン テ ィ ツ

ヒ と は異な り､ 価値教育を特定の科目に ゆだねる の で はなく
､
教授原則とし て す べ て の 科目を貫い て 行う こ とを

主張す る (v g l . S t a n d o p 2 0 0 5 , S . 9 1) ｡ とい う の も､ 価値教育 は､ 単 に価値を知識とし て受け取る こ と に よ っ て で

はなく､ 情動
･ 激情をともな っ て は じめ て 可能となるから で あ る ( e b d .

,
S . 9 3) ｡

ー 18 3 一



伊 藤 敏 子

以外 の宗教を信仰する児童 ･ 生徒ある い は無宗派の 児童 ･ 生徒は逆 に ､ みずか らの 所属する社会の 多数

派を占める成員の も つ 宗教観 ･ 世界観に つ い て直接の 対話を展開する機会を得られな い ｡ 価値教育の 本

来の 目的にかん がみ るとき ､ いず れの グル ー プに お い て も異質な宗教観 ･ 世界観との 出会 い があ らか じ

め排除されて い ると い う点に おい て ､ そ の 目的達成 へ の 通がきわめて 険しい もの とな っ て い る こ と は否

め な い
22

｡

さ らに ､ 二者択 一 方式の 価値教育の 見直 しに関わ っ て ､ 伝統的に学校 に おける価値教育を独占して き

た宗教科が ､ 現実問題として どの 程度価値教育に 貢献 して きたか に つ い て デ ー タ をと り
2 3

､ こ れ に 基づ

い た検証作業を行う こ と の 必要性が指摘されて い る｡ もし宗教科が - キリ ス ト教から派生す る宗教観 ･

世界観を も つ 児童 ･ 生徒が参加して い な い こ とに よ っ て - そ もそ も価値教育として機能不全を起 こ し

て い る ならば､ そ の宗教科の 代替となる科目を価値教育の た め に設定すると い う前提まで もが打ち消さ

れ て しま う こ とに なるか らで ある ｡

価値教育に お い て 今ひ と つ 見直しを迫られて い る の は 一 日本の 価値教育 に もみられる - ｢ 誇張され

た心理主 義｣ ( G i e s e c k e 2 0 0 5 , S . 1 3 9) で ある
2 4

｡ 価値教育に おい て は､ 一

般 に ､ 個 人 の 心 の 持ち様が前

面に押し出されがちで あるが ､ た とえば､ 主観を社会教育とみな して推進する こ とを提案するギ ー ゼ ッ

ケ は､ 個人的に表される価値と超個人的に 表される規範を対比させ ､ 児童 ･ 生徒 に内的自由の なかで

- したが っ て 規範に よる圧力をかける こ となく 一 望ま しい 価値形成を しようとする教育を ｢ 誇張され

た 心理主義｣ の 産物と して退 ける ｡ なぜ なら､ 社会の 影響や決定は個人 の 価値形成に無視で きな い 影響

を与えて おり､ みず からが所属する社会に存在する規範と積極的に 向き合うな かで は じめて 価値形成は

行われうる もの だからで ある ｡

超宗派的方向に おける価値教育が模索さ れる なか ､ ドイ ツ の 学校 の施設利用権が相変わ らずキリ ス ト

教を優遇 して い る こ とに つ い て も再考す べ き時期がきて い る｡ すなわ ち､ キリ ス ト教者 の た めの 宗教科

に 開かれ る学校の 施設 は､ キリ ス ト教以外の 宗教の 授業の 場と して も ー たとえ ば､ 第 8 学年時に週 1

回教室で 行われる宗派の 授業､ 中等教育期間中に 4 回にわた っ て半日間設けられるプ ロ ジ ェ ク トを キリ

ス ト教以外の 宗派 に も認 める ス イ ス ･ チ ュ ー リ ッ ヒ州の ｢ 宗教と文化｣ の 授業計画 の よ うに 一 提供す

る方途が探られ な けれ ばな らな い ｡ 学校が価値教育の 足場をキリ ス ト教以外 の 宗教 に も開く こ とば ､

一 日本を含め - 他の 文化 圏と価値教育の あり方に つ い て の 見解や経験を交換 し合う可能性を開く こ と

に も つ なが っ て い く はず で ある｡
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B e n n e r
,
D i e t ri c h / K r a u s e

,
S a b i n e / N i k ol o v a

,
R o u m i a n a / P il g e r , T a nj a / S c h l u B , H e n ni g / S c h i e d e r , R o lf / W ei B ,

T h o m a s / W ill e m s
, J o a c h i m : E i n M o d ell d o m えn e n s p e zi fi s c h e r r eli gi 6 s e r K o m p e t e n z . E r s t e E r g e b n i s s e a u s d e m

D F G - P r oj e k t R U
- B i - Q u a . I n : D i e t ri c h B e n n e r ( H r s g ･) : B il d u n g s s t a n d a r d s . C h a n c e n u n d G r a n z e n . B ei s p i el e u n d

P e r s p e k ti v e n ･ P a d e r b o r n / M t ln C h e n / W i e n / Z ti ri c h : F e r d i n a n d S c h 6 n i n g h 2 0 0 7 , S ･ 1 4 1 - 1 5 6

B il d u n g s p l a n u n g Z e n t r a l s c h w ei z : L e h r p l a n E th ik u n d R eli g 1 0 n e n fo r d a s 1 . - 6 . S c h u lj a h r . L u z e r n 2 0 0 5

B i e si n g e r , A l b e r t / S c h w ei t z e r , F ri e d ri c h ( H r s g ･) : B ti n d n i s fti r E r zi e h u n g . U n s e r e V e r a n t w o rt u n g fti r g e m ei n s a m e

W e r t e ･ F r e ib u r g / B a s el / W i e n : H e r d e r 2 0 0 6

B r e zi n k a
,
W o lfg a n g : E r z ･i e h u n g e i n e r w e

r t u n si c h e r e n G e s ell s c h a ft ･ B ei t r a g e z u r P r a k ti s c h e n P 孟d a g o g ik ･ M ti n c h e n /

B a s el : E r n s t R ei n h a r d t 1 9 9 3

B r o c k h a u s E n z y k l o p a d i e 2 0 . B a n d . W i e s b a d e n : F . A . B r o c k h a u s 1 9 7 4

D e u ts c h e s W 6 r t e rb u c h v o n J a c o b G ri m m u n d W il h el m G ri m m 1 4 ･ B a n d 1 . A b t eil u n g 2 . T eil . L e i p zi g : S . H i r z e1 1 9 6 0

E d el s t e i n
,
W ol fg a n g : V o r w o rt ･ I n : W ol fg a n g E d el s t ei n / F ri t z O s e r ( H r sg .) : M o r ali s c h e E r zi e h u n g i n d e r S c h u l e .

E n t w i c kl u n g s p s y c h ol o g l e u n d p えd a g o gi s c h e P r a x i s . W ei n h ei m / B a s el : B el t z 2 0 0 1 , S . 7 - 1 0

E d el s t e i n
,
W ol fg a n g / H ill e ri c h , I m m a / L o tt , J ti r g e n : D e r h i s t o ri s c h e u n d f a c h li c h e K o n t e x t v o n L E 良 . I n : W o lfg a n g

E d el s t ei n u . a ･ : L e b e n s g e s t a lt u n g - E t h ik - R elig i o n s k u n d e ･ Z u r G r u n d l e g u n g ei n e s n e u e n S c h u lf a c h s . A n a l y s e n u n d

E m p f e h l u n g e n . W ei n h ei m / B a s el : B elt z 2 0 0 1
,
S . 1 9 - 6 9

F e e s
,
K o n r a d : W e r t e u n d B il d u n g ･ W e rt o ri e n ti e r u n g l m P l u r ali s m u s al s P r o bl e m fti r E r zi e h u n g u n d U n t e r ri c h t ･

O p l a d e n : L e s k e & B u d ri c h 2 0 0 0

P r e y , P e t e r ( H r sg .) : 7 7 W e r ts a c h e n . W a s gil t h e u t e ? F r ei b u r g / B a s el / W i e n : H e r d e I 2 0 0 7

G i e s e c k e
,
H e r m a n n : V i e l e r n t m a n W e r t e ? G r u n d l a g e n d e r S o zi al e r zi e h u n g . W ei n h e i m / M ti n c h e n : J u v e n t a 2 0 0 5

G r u e h n
,
S a bi n e : D a s U n t e r ri c h t s f a c h L E R i m S pi e g el ei n e r e m p l ri s c h e n U n t e r s u c h u n g ･ I n : W ol fg a n g E d el s t ei n u ･ a ･ :

L e b e n s g e s t al t u n g - E th i k - R eli g 1 0 n S k u n d e ･ Z u r G r u n d l e g u n g ei n e s n e u e n S c h u l f a c h s ･ A n a ly s e n u n d E m p f e h l u n g e n ･

W ei n h ei m / E a s el : B el t z 2 0 0 1
,
2 5 5 - 2 9 2

H e n ti g , H a rt m u t Y o n : W e r t e u n d E r zi e h u n g . I n : N e u e S a m m l u n g 2 3 ( 1 9 8 8) , S . 3 2 3 - 3 4 2

H e n ti g 】 H a rt m u t Y o n : A c h , d i e W e rt e! W e i n h ei m / B a s el : B elt z 2 0 0 1

H ilg e r , G e o rg / L ei m b r u g e r , S t e p h a n / Z i e b e r t z , H a n s
- G e o r g : R elig i o n sd id a k ti k ･ Ei n L ei tf a d e n ft l r S t u d i u m

,
A u s bil d u n g

u n d B e r u f , M t ln C h e n : K 6 s e1 2 0 0 1

H ilg e r , G e o r g / R itt e r , W e r n a r H ･: R eli gi o n s d id a k tik G r u n d s c h u l e . H a n d b u c h fti r d i e P r a x i s d e s e v a n g eli s c h e n u n d

k a th oli s c h e n R elig l O n S u n t e r ri c h t s . M d n c h e n : K 6 s e1 2 0 0 6

広 田照幸 : 日本人の し つ けは衰退したか - ｢ 教育する家族｣ の ゆくえ ー 講談社 1 99 9

K r a u s e
,
S a b i n e : R eli gi o n - ei n 6 ff e n tli c h b e d e u t e n d e r S a c h v e r h a lt u n d B il d u n g s b e r ei c h ? M s . 2 0 0 5

L e s c h i n sk y , A c h i m : R elig l O n S P a d a g o g ik u n d R e f o r m p a d a g o g ik ･ E i n e p r o b l e m a ti s c h e A ffa r e ? E i n i g e u
n a u s g e w o g e n e

B e m e r k u n g e n ･ I n ‥ C h ri s t o p h T h . S c h eil k e / F ri e d ri c h S c h w e it z e r ( H r s g ･) ‥ R eli gi o n , E th ik , S c h u l e . B il d u n g s p o li ti s c h e

P e r s p e k ti v e n i n d e r pl u r al e n G e s ell s c h a ft . M ti n s t e r / N e w Y o r k / M ti n c h e n / B e rli n : W a x m a n n 1 9 9 9 , S . 1 6 3 - 1 7 4

L i e b a u
,
E c k a r t : E rfa h r u n

g u
n d V e r a n t w o r t u n g . W e rt e e r z i e h u n g a

l s P えd a g o g i k d e r T eil h a b e . W ei n h ei m / M ti n c h e n :

J u v e n t a 1 9 9 9

M e r t e n
,
R ol a n d : H a b e n K i n d e r u n d J u g e n d li c h e k ei n e W e r t e m e h r ? Z u r m o r ali s c h e n S o zi ali s a ti o n . I n : N e u e

S a m m l u n g , 3 4 ( 1 9 9 4) , H . 2
,
S . 2 3 3 - 2 4 6

M e y e r s e n z y k l o p えdi s c h e s L e x ik o n 2 5 ･ B a n d ･ M a n n h ei m / W i e n / Z ti ri c h : B i b li o g r a p h i s c h e s I n s ti t u t 1 9 7 9

武藤孝典 : ス ク
ー ル ･ ガイ ダ ン ス およ び価値教育の 国際比較の た め に 一 日本 ･ ア メ リ カ ･ イ ギ リ ス ･ フ ラ ン ス ･

ドイ ツ 一 武藤孝典 (編著) : 人格 ･ 価値教育の新し い発展 一 日本 ･ ア メ リ カ ･ イ ギ リ ス 一 所収 学文社

20 0 2 ( 2 4 9 - 2 6 0 頁)

武藤孝典 : ス ク
ー ル ･ ガイ ダ ン ス および価値教育の 国際比較の た め に - 日本 ･ ア メ リ カ ･ イ ギ リ ス ･ フ ラ ン ス ･

- 1 8 5 -
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O elk e r s
, J tl rg e n : W i s s e n ･ I n : C h ri s t o p h W u l f ( H r sg ･) : V o m M e n s c h e n ･ W ei n h ei m / B a s e1 1 9 9 7

,
S ･ 1 0 9 5 - 1 1 0 5

0 elk e r s
, J ti rg e n : R eli gi o n u n d K u lt u r ･ E n t w i c k l u n g e n a u s d e r S c h w ei z ･ M s ･ 2 0 0 6

p r e u s s - L a u si t z
,
U l f: W e rt e

,
E th i k u n d R elig i o n i n d e r pl u r a lis tis c h e n S c h u l e . I n : D i e D e u t s c b e S c h u l e 8 6 ( 1 9 9 4) , H ･

4
,
S . 4 5 7 - 4 6 8

R ei c h e n b a c h
,
R ol a n d : E i n l ei t e n d ･ D i e P s y c h o l o g l Sl e r u n g d e s p a d a g o g i s c h e n D e n k e n s u n d H a n d el n s ･ I n : R ol a n d

R ei c h e n b a c h / F ri t z O s e r ( H r s g .) ‥ D i e P s y c h ol o gi si e r u n g d e r P えd a g o gi k . U b e l
,
N o t w e n d ig k e it o d e r F e h l d i a g n o s e ･

W e i n h ei m / M tin c h e n : J u v e n t a 2 0 0 2 , S . 7 - l l

R ei n h a r d t
,
S i b yll e : W e r t e

- B il d u n g u n d p o liti s c h e B il d u n g ･
Z u r R e fl e x i v ita t v o n L e r n p r o z e s s e n ･ O pl a d e n : L e s k e &

B u d ri c h 1 9 9 9

R e k u s
, J ti r g e n : F a c h u n t e r ri c h t u n d E th i k . I n : M a t ti a s M a ri n g ( H r s g ･) : E t hi s c h - P h il o s o p h i s c h e s G r u n d l a g e n st u d i u m ･

E i n S t u d i e n b u c h . M tin s t e r : L I T 2 0 0 5
,
S . 1 4 1 - 1 5 2

S c hil m 6 1l e r
,
R ei n h a r d : E t h is c h e E r zi e h u n g l m R e li gi o

n s u n t e r ri c h t u n d i m E th i k u n t e r ri c h t ･ G e m ei n s a m k eit u n d

D i ff e r e n z . I n : V o lk e r L a d e n th i n / R ei n h a r d S c hil m 6 1l e r ( H r sg .) : E th i k al s p えd a g o g i s c h e s P r oj e k t ･ G r u n d f r a g e n

s c h u li s c h e r W e r t e r zi e h u n g . O p l a d e n : L e s k e & B u d ri c h 1 9 9 9 , S ･ 2 2 3 1 2 4 1

S c h w ei t z e r
,
F ri e d ri c h : M o r a l e r zi e h u n g i n d e r Pl u r alita t ･ S c h u l e , S t a a t u n d G e s e ll s c

h a ft z w i s c h e n T o l e r a n z g e b o t u n d

v e r b i n d li c h e m E t h o s . I n : N e u e S a m m l u n g 3 5 ( 1 9 9 5) , H . 2
,
S . 1 1 1 - 1 2 7

S c h w ei t z e r
,
F ri e d ri c h : W e r t e o ri e n ti e r t e E r zi e h u n g l m E l e m e n t a r b e r e i c h : N e u e H e r a u s fo r d e r u n g e n - n e u e C h a n c e n ･

I n : A l b e r t B i e si n g e r / F ri e d ri c h S c h w ei t z e r ( H r s g .) = B d n d n i s fu r E r zi e h u n g ･ U n s e r e V e r a n t w o r t u n g ftir g e m ei n s a m e

W e r t e . F r ei b u r g / B a s el / W i e n : H e r d e r 2 0 0 6 , S ･ 7 5 - 8 1

S t a n d o p , J u tt a : W e r t e - E r zi e h u n g ･ E i n ftl h r u n g i n d i e w i c h tig s t e n K o n z e p t e d e r W e r t e e r zi e h u n g ･ W ei n h e i m / B a s e1

2 0 0 5

T e n o r th
,
H e i n z - E l m a r : S c h u l e - R eli g l O n - Z i vil r eli gi o n ･ Z u r w eit e r e n P r o b l e m a ti si e r u n g ei n e s J e t Z t S C h o n s c h w i e rl g e n

v e r h a lt n i s s e s . I n : C h ri s t o p h T h . S c h eil k e / F ri e d ri c h S c h w e it z e r ( H r s g .) : R eli gi o n , E th i k , S c h u l e ･ B il d u n g s p oliti s c h e

P e r s p e k ti v e n i n d e r pl u r a
l e n G e s ell s c h a ft ･ M ti n s t e r / N e w Y o r k / M ti n c h e n / B e rli n : W a x m a n n 1 9 9 9

,
S ･ 1 7 5 - 1 8 5

V o n d e r L e y e n , U r s u l a : W e rt e e r w a c h s e n - U n s e r e V e r a n t w o r t u n g f a r d i e K i n d e r ･ I n : A l b e r t B i e si n g e r / F ri e d ri c h

S c h w ei t z e r ( H r s g .) : B d n d n i s fo r E r zi e h u n g . U n s e r e V e r a n t w o r t u n g fu r g e m ei n s a m e W e
r t e ･ F r ei b u r g / B a s el / W i e n :

H e r d e r 2 0 0 6
,
S . 4 1 - 5 3
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